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軟破卵発生率に及ぼす鶏種,育成期給餌法および強制換羽処理の影響
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1 1ま  し が  き

鶏の遺伝的素質および飼養方式が卵殻の物性値,例えば,

卵殻重量,卵殻厚,比重,卵殻強度等に及ぼす影響につい

ての報告は従来より多いが,軟卵および破卵の発生率その

ものに及ぼす影響を調査 した報告はあまり見当らない。そ

の中で,山上および飯野 (1977)2)は ,育成後期における絶

食処理が軟卵及び二黄卵を減少させる現象を報告し,ま た,

RoLAND and BUsHoNO(1977)1)は ,強制換羽が軟卵

および薄殻卵を減少させることを報告している。そこで,

本試験では育成期の制限給餌および強制換羽が軟破卵発生

率に及ばす影響の有無およびそれらの鶏種間の相違を明ら

かにしようとした。

2試 験 方 法

供識 鶏は市販採卵銘柄としバイライン 116羽 およびシ

ェーパー116羽 ,それに伴性わい性遺伝子 (dw)を有するわい

性ロードホーン■5羽 である。試験期間は 1978年 3月 (287

日齢 )～ 197'年 2月 (651日齢 )と し,試験区分は育成期給

餌法 2水準 (自 由と制限 ),強制換羽 2水 準 (処理と無処

理 )の 2反復とした。制限給餌は6～ 20週齢の間基準■給

与区 (自 由)の 20%制限とした。 20週齢以後は自由および

制限区とも成鶏用飼料を自由摂取させた。強制換羽は1'78

年 8月 1日 (440日齢 )よ り体重減少率 30%を 日標とする給

水絶食処理を施 した。

軟破卵の調査方法は毎週 3～ 5日 を調査日とし,集卵前

の鶏舎において,区毎のグージ上およびケージより落 下し

ている軟破卵を数えた。 l● し, 1978年 12月 は諸般の事情

により3日 しか調査日がとれなかつた。破卵は外見による

キズの右無の調査に加え,指で卵殻を打ちあわし音の異常

による観察を併用した。軟卵は卵殻がなく,卵殻膜のみの

卵であるが,卵殻が形成されていてもケージ上で卵固有の

形の維持できない卵は軟卵とした。 2カ 月毎に集計 した調

査日数,調査卵数及び軟破卵数は表 1の通 りである。本試

験では軟破卵を合めた全調査卵数に対する軟破llFの 百分率

をそれぞれ軟卵率及び破卵率とした。なお,強制換羽処理

期間中の軟破率はこの表から除外し,月 1に表示した。

表 1 調査日数,卵数および軟破卵数

暦 月
調査 日数
(日 )

調査卵数
(個)

軟卵 数
(個 )

破 卵 数
(個)

'78  3  4

5  6

7  8

910

11 12

'7'  1  2

38

38

38

27

18

31

9,277

9,222

6,365

5,508

3,637

4,768

94

113

106

80

58

106

267

396

460

255

137

1'3

計[ 190 38,777 1,708

区 分

絶 食
開始前
3日 間

絶 食 開 始 後 日 数

1 2 3 4 5 6 7 8 9

産卵個数

破 卵 数

軟 卵 数

327

14

5

112

8

1

99

22

2

79

58

3

45

34

2

16

13

4

0

0

0

0

0

0

1

0

1

1

0

1

3 試験結果および考察

1 強制換羽処理期間中の軟破卵
絶食期間中の軟破卵数の推移は表 2の通りである。破卵

率は,絶食開始前43%であったものが,開始当日71%,

2日 目222%,3日 日以後 734～ 813%と 急激に増加し,

6日 日にはば産卵停止した。軟卵率も処理日数の経過に伴

い増加するが,増加率は破卵率より小さいものであつた。

表 2 強制換羽処理期間中の軟破卵数

2 強制換羽処理前後の軟破卵
強制換羽処理前後の軟破卵率の推移は表3の通りである。

絶食日数は′ヽイラインおよび矮性鶏が13～ 14日 ,シ ェーパ

ーが16～ 17日 を要した。また 3鶏種とも,絶食終了後 16～

20日の休産期間があり,産卵再開 (50%産卵到達)は 1978年

8月 末から9月 上旬 となつた。表 4に より9月 以後の軟破

卵率の推移をみると,全般的な傾向として,処理区が無処

理区より低い値を示 し,強制換羽による軟破卵の減少効果

が認められた。しかし,鶏種ごとに比較してみると,わぃ性

鶏は,11月 以後破卵率について有意差がみられなくなり,



-98- 東 北 農 業 研 究 第 25号 (1979)

表 3 軟破卵率に及ばす強制換羽の影響

区 分 鶏  種 強制換羽
暦 月 '783-792

平  均'7834 56 910 11 12 '79 1 2

破

,p

率

∽

ハイライン

わ い 性鶏

ッェーパー

処 理

無  処 理

処 理

無  処 理

処 理

無  処 理

250

2 74

2 02

217

3 00

303

3 65

3 72

466

435

3 25

435

4 99

659

851

6 86

607

8 27

82ざ

3 36

8 00**

1 43

7 57**

0 29

32♂
*

4 43

7 03

2 46

556料

0 02

58F

5 93

759

2 0'

63芦

1 43

48■

461

5 7'

2 90

57ガ

軟

,p

率

(0

バイライン

わ い性鶏

処 理

無 処 理

処 理

無  処 理

処 理

無 処 理

117

1 03

0 80

010

071

0 64

0 68

0 77

1 20

117

0 61

1 28

1 02

175

2 ,3

0 84*

044

1 09

0 10

26F

061

0 99

0 88

1 48

0 00

22質

222

0 94

0 40

1 44

0 3〕

2,ギ

1 8,

18,

1 34

2 99

040

17げ

149

0 88

0 70

141

*,碁 :区間にそれぞれ5%お よび 1%水準で有意差のあることを示す。

また,軟卵率については処理区が無処理区より高い値を示

し,市販採卵銘柄に比較 して卵殻質の改善される期間の短

いことがうかがえた。強制換羽後の卵殻質については,

RoLAND and BUsIIoNGl)に よつて報告されてマヽるよう

に,一般的に改善されることが認められている。

3 育成期の制限給餌の影響

育成期給餌法月1に 集計した軟破卵率は表 4の通りである。

表 4 軟破卵率に及ぼす育成期給餌法の影響

期の制限給餌の影響は鶏種によつて異なつた。

強制換羽および育成期の制限給餌を通じての傾向として,

市販採卵 2銘柄はこれらの個号1技術によつていずれも軟破

卵率の改善される傾向があったが,わい性鶏は改善効果がみ

られないか。改善があってもその程度は他の2鶏種に比較 し

て小さく,こ れら個別技術に対する反応の異なることが示

唆された。

4   要

鶏種 ,育成期給餌法および強制換羽による軟破卵発生率の

相違を調査したところ,育成期の制限給餌および強制換羽

を通 じての傾向として,市販採卵 2銘柄はこれらの個別技

術によつていずれも軟破卵が減少する傾向があつたが,わ

い性鶏 (ごw)は減少効果がみられないか,減少があつてもそ

の程度は市販採卵銘柄に比較 して小さく, これら個
'1技

術

に対して反応の異なることが示唆された。
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鶏 種
破 卵率 (0 軟卵率 (0

自由 制 限 差
1)
自由 制 限 差

1)

ン`イライン

わ い性 鶏

シェーハー

3 33

466

5 67

253

5 73

2 94

0 80

-107

2 73

1 05

122

1 34

0 90

112

075

0 15

010

0 59

1)差 ―自由―制限
2)**IPく 001

破卵率についてシエーバーで有意な区間差が得られた。こ

の区間差は調査llJ間 を通じほぼ一貫してみられ,制限給餌

による破卵の減少効果が認められた。同様の制限区が自由

区より低い傾向は′ヽイラインにおいてもみられた。しかし,

わい性鶏ではその傾向はみられなかった。軟卵率は,3鶏種

とも制限区が自由区より低い値を示したが,′ ィヽラインお

よびわい性鶏における差l■僅少であった。このように,育成


